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論    文    の    要    旨 






 蛍光体では、多くの場合、発光を担う添加元素として Eu(ユーロピウム)、Ce(セリウム)が用いられる。Eu, Ceに

















では初となる青・紫LEDで励起され黄色に発光するEu doped Barium calcium phosphate蛍光体を見出す事に
成功した。この新規に見出された結晶相は、現在多くの研究グループで研究対象となっており、直近の論文引
用が示すように、新しい研究分野を提供することに貢献した。④最後に、③の成果を Ce doped Barium calcium 
phosphate という LEDで励起され青緑色に発光する蛍光体へ展開することで、Barium calcium phosphateが生




















 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
